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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イブルチニブと、
　Ｂｃｌ－２阻害剤、カーフィルゾミブ、ＡＫＴ阻害剤、Ｅｒｋ阻害剤、ｃ－Ｍｅｔ阻害
剤、脱メチル化酵素阻害剤、ＡＫＴ／ＰＫＢ阻害剤、ＢＲＡＦ阻害剤、ＣＣＲ２阻害剤、
ＣＸＣＲ４阻害剤、ＤＮＡ二本鎖切断修復阻害剤、および、抗ＶＥＧＦ抗体から選択され
る追加の薬剤とを含む、医薬組成物。
【請求項２】
　Ｂｃｌ－２阻害剤、カーフィルゾミブ、ＡＫＴ阻害剤、Ｅｒｋ阻害剤、ｃ－Ｍｅｔ阻害
剤、脱メチル化酵素阻害剤、ＡＫＴ／ＰＫＢ阻害剤、ＢＲＡＦ阻害剤、ＣＣＲ２阻害剤、
ＣＸＣＲ４阻害剤、ＤＮＡ二本鎖切断修復阻害剤、および、抗ＶＥＧＦ抗体から選択され
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る追加の薬剤とともに使用される製剤の製造におけるイブルチニブの使用。
【請求項３】
　製剤はＢｃｌ－２阻害剤とともに使用される、請求項２に記載の使用。
【請求項４】
　製剤はカーフィルゾミブとともに使用される、請求項２に記載の使用。
【請求項５】
　癌を有する対象においてＴｈ１：Ｔｈ２バイオマーカー比を増加させるための、有効量
の共有結合型ＴＥＣファミリーキナーゼ阻害剤を含む医薬組成物であって、
　癌は、Ｔｈ１応答が抑制されかつＴｈ２応答が増強されるバイオマーカープロファイル
を特徴とする、医薬組成物。
【請求項６】
　前記Ｔｈ２バイオマーカーが、ＩＬ－１０、ＩＬ－４、ＩＬ－１３、又はこれらの組み
合わせの中から選択される、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項７】
　前記Ｔｈ１バイオマーカーが、ＩＦＮ－γ、ＩＬ－２、ＩＬ－１２、又はそれらの組み
合わせの中から選択される、請求項５に記載の医薬組成物。
【請求項８】
　前記共有結合型ＴＥＣファミリーキナーゼ阻害剤がイブルチニブである、請求項５に記
載の医薬組成物。
【請求項９】
　第１の抗癌療法による治療後にＴ細胞悪性腫瘍を有する対象を治療して、再発性又は難
治性疾患を予防し、そのリスクを低減させ、又はそれらを遅延させるための治療有効量の
イブルチニブを含む医薬組成物であって、前記第１の抗癌療法がイブルチニブを含まない
、医薬組成物。
【請求項１０】
　前記Ｔ細胞悪性腫瘍が、非特定型末梢性Ｔ細胞リンパ腫（ＰＴＣＬ－ＮＯＳ）、未分化
大細胞リンパ腫、血管免疫芽球性リンパ腫、皮膚Ｔ細胞リンパ腫、成人Ｔ細胞白血病／リ
ンパ腫（ＡＴＬＬ）、芽球性ＮＫ細胞リンパ腫、腸疾患型Ｔ細胞リンパ腫、脾臓γ－δＴ
細胞リンパ腫、リンパ芽球性リンパ腫、鼻ＮＫ／Ｔ細胞リンパ腫、又は治療関連Ｔ細胞リ
ンパ腫である、請求項９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　Ｔｈ２介在性疾患又は障害を有する対象を治療するために治療有効量のイブルチニブを
含む、医薬組成物。
【請求項１２】
　対象においてＴｈ１：Ｔｈ２バイオマーカー比を増加させることにより、前記対象にお
いて癌を治療するための製剤の製造におけるイブルチニブの使用であって、癌は、Ｔｈ１
応答が抑制されかつＴｈ２応答が増強されるバイオマーカープロファイルを特徴とする、
使用。
【請求項１３】
　第１の抗癌療法による治療後にＴ細胞悪性腫瘍を有する対象を治療するための製剤の製
造におけるイブルチニブの使用であって、前記第１の抗癌療法がイブルチニブの投与を含
まない、使用。
【請求項１４】
　前記Ｔ細胞悪性腫瘍が、非特定型末梢性Ｔ細胞リンパ腫（ＰＴＣＬ－ＮＯＳ）、未分化
大細胞リンパ腫、血管免疫芽球性リンパ腫、皮膚Ｔ細胞リンパ腫、成人Ｔ細胞白血病／リ
ンパ腫（ＡＴＬＬ）、芽球性ＮＫ細胞リンパ腫、腸疾患型Ｔ細胞リンパ腫、脾臓γ－δＴ
細胞リンパ腫、リンパ芽球性リンパ腫、鼻ＮＫ／Ｔ細胞リンパ腫、又は治療関連Ｔ細胞リ
ンパ腫である、請求項１３に記載の使用。
【請求項１５】
　製剤は追加の化学療法剤または生物由来物質とともに使用されるものである、請求項１
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２乃至１４のいずれか１つに記載の使用。
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